
25th anniversary year

弊社セキュラ株式会社は、２０２０年１１月２６日をもちまして、新本社に移転いたしまし

た。現在もコロナ禍の影響が続く状況下ではございますが、心機一転、新たな気持ちでこ

れまで以上に皆様に安心、安全、便利な商品をお届けしてまいります。

そこで、今月号は特別号として、弊社の新しい本社をご紹介させていただきたいと思い

ます。ぜひ、近くをお越しの際は、弊社までお気軽にお立ち寄りください。社員一同、心よ

りお待ち申し上げております。

新住所：〒750-0067
下関市大和町一丁目10番11号

TEL:083-268-1725        FAX:083-268-1727

※電話番号、FAX番号に変更はございません。

旧本社が入居していた「山口県貿易ビル」は、下関駅からほど近く大変便利だったのですが、

２０２１年3月をもって老朽化による建て壊しが決定していました。そのため、少し前から移転

先を検討していたのですが、その際には①旧本社から近いこと②旧本社より広いこと③駐車場

があること、以上の３点を大きな条件として地元の不動産会社様を通して物件を探していまし

た。今回の移転先は①旧本社から約４００メートルの距離②３階建て３００㎡以上の広さを確

保③前面に駐車場有という私たちの希望に合致した好条件の物件に出会うことができました。

【外観】茶色の外壁部分が新本社となりま

す。随時看板なども整備していく予定です。

エントランスはお客様をお迎えす

る大切な場所ですので、清潔さを保

つことを常に心掛けています。

新しくなった作業室。写真は商品や材料など搬入

前の状態です。今回の移転にあたり、製造チームも

思い切って‟断捨離”を行いました。すると、やは

り不要な物がゾロゾロと…。現在の状態を維持でき

るよう、今後も整理整頓を徹底していきます。

【入り口】玄関ドアにはマイロックを設置。

宅配ボックスも近日中に設置予定です。
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３階から階段を上がると、屋上ス

ペースが広がっています。特段、活

用予定はありませんが、８月に開催

される関門海峡花火が間近で見られ

るのではないか？と社内的には盛り

上がっています。（今年はコロナ禍

の影響で花火大会は中止となりまし

た。来年は開催される世の中になっ

ていて欲しいものです）

２Ｆは事務所フロアになります。旧本社では事務作業は製造部門も含めてワンフロアで

行っていましたが、今回の移転にあたり製造部門は１Ｆに固定され、その他の営業部門、総

務・経理などの間接部門は２Ｆに分かれました。２Ｆはワンフロアではありますが段差によ

る区切りがあるため、それを利用して営業部門と間接部門とで分かれて配置しています。部

門ごとに分かれるメリットとして業務の整理、効率化が図れる点がありますが、一方でワン

フロアの場合、部屋に解放感を与え、何より業務の伝達がしやすくなるので会話が生まれや

すくなり、社員間の情報共有、コミュニケーションが高まるという最大のメリットがありま

す。今回私たちは各部門の特徴を考慮して配置を行いました。

独立した応接間のスペースを用意。

今後、お客様がご来訪された際は、

この応接間か次の会議室でお出迎え

させていたきます。

窓側には、これまでのセキュラの

商品も展示されています。

これまでのセキュラの歴史を振り

返りながら、しかし、これからの未

来に向けたより良い商談、お取引が

できることを期待しています。

お客様をお迎えしての打合せや、社

内でミーティングを行う際にも活用す

る予定です。先ずは中央に長机とイス

を6台セッティング、加えてホワイト

ボードなども準備し、今後も必要な備

品をどんどん揃えていきたいと考えて

います。スペース的にはまだ余裕があ

りますので、将来的には各営業所も含

めた全体会議での使用や催事など多目

的な空間スペースとして活用していく

予定です。

間接部門側から見た事務所フロアの写真。

奥が営業部門です。

段差による区切りを利用して配置を考えて

みました。

新しい事務所での朝礼の様子

です。営業や技術部門の社員は

直行、直帰の場合も多く全員が

集まっての朝礼は多くは無いの

ですが、この時は新しい本社に

移転してから初めて全員が揃っ

たので記念に撮影しました。

弊社では、朝礼時に各自の行

動予定や日頃感じていること、

職務上の出来事の報告などを行

うとともに、仕事に関する教養、

教訓が書かれた書物を読むよう

にしています。左はその時の写

真です。本書を読み終わると1

日がスタートします。
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「代表取締役のフリーキャンパス」Vol.2

セキュラ（株）代表取締役の藤井英定です。

どうぞよろしくお願い致します。

＜セキュラ誕生と創業期の秘話＞

わが社は1996年6月に設立されました。創業者は藤井節雄（現：会長兼私の実父）。自社開発商品

である「マイロック」を全国展開するべく誕生しました。会社設立の記者発表を東京銀座のホテルで行

い、全国代理店システムは優秀な経営コンサルトとタッグを組み構築していました。「マイロック」は

特許を取得し、テレビ、新聞、雑誌などにも度々取り上げられて順風満帆な船出…のはずでした。

その当時、私は建設業向けのソフトを販売する営業マンをしていました。セキュラのプレスリリース

を目にする度に「親父、すげえ会社を創ったもんやなあ、ワシもここで人生懸けてみたいわ！」と思う

ようになり、7年間のサラリーマン生活に区切りをつけて、2000年4月1日に満を期してセキュラに入

社しました。

ちなみに私の入社式は、山口銀行の本店で行われました。出社するや否や、社長に連れられて山銀本店

へ…。融資担当者へご挨拶を済ませ、社長が「これが息子です。宜しくお願いします。英（私のことで

す）、この書類に署名捺印をしてくれ。」担当者は「社長、おめでとうございます。これで御社も安心

ですね。」

分かってはいましたが、あの書類は追加融資を受けるために、保証人が必要→後継者の息子→ＯＫ！

→署名捺印→とりあえず良かったね！(山銀さん、その節は有難うございました)

入社当日から数千万の債務を背負うとは…当面女房には内緒にしーとこ♪

こんな具合で、私のセキュラ人生はスタートしました。

創業から4年。そうです。ご想像の通り、わが社は周りからの「すごい！面白い！絶対に売れる商

品！」との評価とは裏腹に、台所事情は火の車状態でした。今月の社員の給料も払えるかわからない…

スリル満点な日々でしたが、不思議と悲壮感はありませんでした。なぜなら私には「マイロック」は絶

対に売れる！売れないわけがない！！という根拠ない自信がありましたから。

しかし、数カ月経った頃「このままでは、本当に倒産するな…」一抹の不安と恐怖が顔を覗かせるよ

うになり、根拠ない自信も失いかけていた時…起死回生の出来事が起こったのです！ ・・・

この続きは次回お話ししましょう。

《年末年始の休暇のお知らせ》

弊社では誠に勝手ではございますが、以下の期間中を年末年始の休業期間とさせていただきます。

何卒ご了承の程、宜しくお願い申し上げます。

休業期間 令和２年１２月２６日（土） ～ 令和３年１月４日（月）

年末年始の製造、出荷業務は混雑が予想されます。お客様各位にはご迷惑並びにご不便をお掛

け致しますが、あらかじめ余裕をもってご発注いただきますよう、ご協力の程お願い申し上げます。

下関市の厳島神社の宮司様をお招きし、今後のセキュラの発展、商売繁盛を願って、

ご祈祷をしていただきました。当神社は源平合戦ののちに建立された創建８００年を

越える由緒ある神社で、奇兵隊で有名な高杉晋作が先勝祈願をした神社としても知ら

れています。このような儀式に参加する機会はそれほど多くありませんので、社員一

同、少し緊張しながらも、終了後は気持ちを新たに与えられた業務に精一杯取り組む

ことを誓いました。

藤井節雄（現：会長）が社員一人とと

もにセキュラを立ち上げました。翌年に

は代理店システムを構築し、現在の礎を

作りました。主力商品はマイロック「Ｓ

シリーズ」。現在も続くトステム株式会

社様へのＯＥＭ商品の供給が始まったの

もこの時代でした。

左）代理店システム発表会の様子（東京銀座）

右）フジテレビ情報番組スタジオ出演の様子

マイロック「Ｖシリーズ」が開発され

主力商品へと成長しました。同時に旭化

成ホームズ様への商品供給もスタートし

ました。注文数、エントランスのリー

ダーなどアイテム数も増えていき、社員

数も増えてきた一方、フロアの広さ的に

は少し手狭になってきていました。

左）旧本社が入居していた山口県貿易ビル。

右）社員全員での朝礼の様子。

自分で自分を褒めたい（1996年）だっちゅうの（1998年）

リベンジ（1999年） 小泉語録（2001年）

マニュフェスト（2003年） チョー気持ちいい（2004年）

どげんかせんといかん（2007年）アラフォー（2008年）

なでしこジャパン（2011年）

お・も・て・な・し（2013年）

ワイルドだろぉ（2012年）

集団的自衛権（2014年）

爆買い（2015年） 忖度（2017年）

そだねー（2018年） ONE TEAM（2019年）


